
11
月
24
日
、
横
田
基
地
の
あ

る
福
生
市
多
摩
川
中
央
公
園
で
、

オ
ス
プ
レ
イ
反
対
東
京
連
絡
会

主
催
「
オ
ス
プ
レ
イ
い
ら
な
い

11
・
24
東
京
大
集
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

お
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
昼
前
に
は
虹
も
出
て
奥
多

摩
の
山
並
み
が
現
れ
始
め
、
開

会
時
刻
の
１
時
に
は
、
バ
ス
や

電
車
で
詰
め
か
け
た
参
加
者
は
、

２
０
０
０
名
に
達
し
ま
し
た
。

＊

東
京
地
方
労
働

組
合
評
議
会
の

荻
原
淳
議
長
が

主
催
者
挨
拶
。

政
党
か
ら
は
、

日
本
共
産
党
の

笠
井
亮
、
宮
本

徹
両
衆
院
議
員

が

参

加

し

、

「
防
衛
省
は
米

国
言
い
な
り
で

危
険
な
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
を
進

め
、
飛
行
回
数

の
調
査
ま
で
や

め
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
で
は
日
本

の
防
衛
省
で
は

な
く
米
国
防
衛

省
だ
」
と
批
判

し
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党

国

会

議

員

と

「
れ
い
わ
新
選

組
」
山
本
太
郎
代
表
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

福
生
市
西
隣
の
、
あ
き
る
野

市
・
村
木
英
幸
市
長(

野
党
共

闘
で
10
月
に
当
選)

か
ら
も
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

＊

全
国
・
近
県
か
ら
の
連
帯
あ

い
さ
つ
で
は
、
安
保
破
棄
中
央

実
行
員
会
か
ら
東
森
事
務
局
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
全
国
で
の

運
動
と
地
位
協
定
改
定
の
重
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐
屯
地

へ
の
自
衛
隊
オ
ス
プ
レ
イ
17
機

の
配
備
反
対
の
運
動
を
し
て
い

る
住
民
の
会
を
代
表
し
て
、

「
オ
ス
プ
レ
イ
く
る
な
・
い
ら

な
い
住
民
の
会
」
の
紙
谷
敏
弘

さ
ん
か
ら
、
報
告
と
連
帯
の
挨

拶
を
受
け
ま
し
た
。

＊

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
第
２

次
新
横
田
公
害
訴
訟
団
事
務
局

長
の
奥
村
さ
ん
が
こ
の
間
の
裁

判
闘
争
を
報
告
。
オ
ス
プ
レ
イ

被
害
に
つ
い
て
、
あ
き
る
野
９

条
の
会
か
ら
前
田
さ
ん
が
「
危

険
な
訓
練
が
あ
き
る
野
で
も
広

が
っ
て
い
る
」
と
報
告
。

平
和
ゼ
ミ
の
高
校
生
が
「
勇

気
が
い
る
け
ど
、
横
田
基
地
の

こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
仲
間
に

知
ら
せ
た
い
」
「
核
兵
器
廃
絶

の
署
名
を
も
っ
と
広
げ
た
い
」

と
発
言
し
、
大
き
な
拍
手
を
受

け
ま
し
た
。

＊

集
会
の
最
後
に
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
撤
退
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル

を
確
認
し
、
「
東
京
・
横
田
基

地
か
ら
の
CV-

22
オ
ス
プ
レ
イ

部
隊
の
撤
退
を
政
府
に
求
め
る
」

都
知
事
あ
て
署
名
の
取
り
組
み

な
ど
の
行
動
提
起
を
採
択
し
ま

し
た
。

集
会
後
、
市
街
地
か
ら
牛
浜

駅
を
通
っ
て
第
５
ゲ
ー
ト
前
を

国
道
16
号
線
沿
い
に
歩
く
ア
ピ
ー

ル
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

＊

平
和
委
員
会
は
、
羽
村
、
福

生
、
立
川
や
日
野
な
ど
基
地
周

辺
を
は
じ
め
、
目
黒
、
中
央
、

新
宿
、
文
京
や
豊
島
な
ど
23
区

内
も
含
め
10
余
の
地
域
か
ら
約

２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

目
黒
平
和
委
員
会
は
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
、
平
和
委
員
会
の

他
、
土
建
、
医
療
生
協
、
議
員

さ
ん
な
ど
15
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

「
東
京
・
横
田
基
地
か
ら
の
CV

-

22
オ
ス
プ
レ
イ
部
隊
の
撤
退

を
求
め
る
請
願
」
署
名

（
あ
ら
ま
し
紹
介
）

＊
東
京
都
知
事
宛

＊
請
願
事
項

１

東
京
都
と
し
て
東
京
・
横

田
基
地
か
ら
の
CV-

22
オ
ス

プ
レ
イ
部
隊
の
撤
退
を
米
軍
・

日
本
政
府
に
求
め
る
こ
と
。

２

東
京
都
と
し
て
夜
間
・
低

空
飛
行
・
機
関
銃
の
装
備
な

ど
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

行
・
訓
練
の
中
止
を
米
軍
・

日
本
政
府
に
求
め
る
こ
と
。

＊
署
名
の
締
切
り
：
２
０
２
０

年
２
月
29
日
（
第
一
次
）
、

２
０
２
０
年
５
月
31
日
（
第

二
次
）
。

＊
署
名
簿
の
裏
に
、
一
目
で
分

か
る
解
説
付
き

・
銃
口

住
民
に
向
け
て
訓
練

・
重
大
化
す
る
水
質
・
土
壌
汚

染
・
基
地
周
辺
に
は
学
校
37
校

・
オ
ス
プ
レ
イ
配
備×

羽
田
増

便

衝
突
・
落
下
事
故
の
危

険
増

☆
署
名
簿
、
宣
伝
リ
ー
フ
と
も

東
京
平
和
委
員
会
事
務
局
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
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怒
り
を
込
め
て
「
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い
」
を
唱
和

11
・
24
東
京
大
集
会

２
０
０
０
人
が
結
集

署
名
運
動
に
取
り
組
み
を



平
和
委
員
会
、
安
保
破
棄
、

沖
縄
統
一
連
は
、
11
月
29
日
か

ら
12
月
１
日
ま
で
の
３
日
間
、

陸
上
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の

強
行
配
備
が
狙
わ
れ
て
い
る
宮

古
島
市
、
石
垣
市
の
現
地
調
査

と
住
民
運
動
の
メ
ン
バ
ー
と
の

交
流
連
帯
行
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
参
加
者
は
東
京
・
大
阪
・

京
都
・
沖
縄
か
ら
22
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

ウ
ソ
と
ご
ま
か
し
、
で
た

ら
め
工
事
は
、
ま
さ
に
安

倍
政
権
そ
の
も
の
！

宮
古
島
に
は
、
千
代
田
基
地

の
陸
自
弾
薬
庫
・
ヘ
リ
パ
ッ
ト
、

野
原
の
航
自
レ
ー
ダ
ー
基
地
、

ミ
サ
イ
ル
指
揮
所
、
保
良
地
区

に
は
陸
自
の
弾
薬
庫
と
射
撃
訓

練
場
が
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
て
、
伊
良
部
島
の
下
地
島
空

港
の
軍
事
利
用
が
予
想
さ
れ
る

施
設
が
あ
り
ま
す
。

当
初
、
防
衛
省
は
「
弾
薬
庫

と
ヘ
リ
パ
ッ
ト
は
つ
く
ら
な
い
」
、

「
小
火
器
を
入
れ
る
保
管
庫
」

と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
与
那
国
・
奄
美
市

に
警
備
部
隊
・
ミ
サ
イ
ル
部
隊

が
設
置
さ
れ
、
東
京
新
聞
の
取

材
に
弾
薬
庫
で
あ
る
と
認
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
防
衛
大
臣
が

弾
薬
庫
に
中
距
離
多
目
的
誘
導

弾
と
迫
撃
砲
弾
を
搬
入
し
た
こ

と
を
認
め
謝
罪
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
「
弾
薬
を
保
管
す
る

た
め
の
施
設
は
必
要
、
し
っ
か

り
説
明
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
防
衛

省
か
ら
も
市
長
か
ら
も
説
明
は

な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
市
長
は

「
基
地
問
題
は
国
の
専
権
事
項

だ
か
ら
」
と
い
っ
て
逃
げ
回
っ

て
い
ま
す
。

宮
古
島
の
軍
事
要
塞
化
、

島
民
の
生
活
が
危
な
い
！

閑
静
な
メ
ロ
ン
畑
の
前
に
は
、

オ
レ
ン
ジ
色
屋
根
の
宿
舎
が
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
。
弾
薬
庫
、

７
０
０
ト
ン
の
燃
料
タ
ン
ク
、

給
油
所
な
ど
の
軍
事
施
設
の
地

下
は
軟
弱
地
盤
で
空
洞
が
あ
る

地
層
で
、
基
地
の
真
ん
中
を
断

層
が
走
っ
て
い
る
の
に
、
地
盤

改
良
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

全
島
は
地
下
水
で
生
活
し
て

い
ま
す
。
「
基
地
配
備
で
地
下

水
が
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

生
活
で
き
な
く
な
る
」
と
心
配

の
声
が
あ
が
り
ま
す
。
ま
た
、

千
代
田
で
は
弾
薬
庫
と
民
家
の

距
離
が
75
ｍ
と
近
く
、
保
良
は

２
０
０
ｍ
。
半
径
５
０
０
ｍ
以

内
に
集
落
が
あ
り
、
災
害
や
弾

薬
庫
火
災
が
起
き
た
場
合
に
は

大
惨
事
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

「
普
通
の
暮
ら
し
を
守
り

た
い
！
」
２
日
～
３
日
目
、

石
垣
島
へ

防
衛
省
の
説
明
で
は
、
石
垣

島
へ
の
陸
自
配
備
に
は
地
対
艦

誘
導
弾
（
ミ
サ
イ
ル
）
部
隊
、

中
距
離
地
対
空
誘
導
弾
（
ミ
サ

イ
ル
）
部
隊
、
警
備
部
隊
、
人

員
５
０
０
～
６
０
０
人
。
建
設

予
定
地
は
、
平
得
大
俣
の
東
側

に
あ
る
市
有
地
及
び
そ
の
周
辺

に
及
び
ま
す
。

３
日
目
は
、
３
台
の
車
で

「
９
条
の
碑
」
「
マ
ラ
リ
ア
慰

霊
碑
」
、
基
地
建
設
の
予
定
地

全
体
が
一
望
で
き
る
「
渡
り
鳥

観
測
展
望
台
」
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
建
設
予
定

地
入
口
前
で
抗
議
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

現
在
、
自
然
保
護
・
環
境
団

体
と
も
連
携
し
て
運
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
島
の
未
来
は
、
市
民
が
決

め
る
」
「
島
の
ど
こ
に
も
ミ
サ

イ
ル
基
地
は
い
ら
な
い
」
「
島

の
豊
か
な
自
然
、
文
化
、
伝
統

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
責
任
が

あ
る
」
「
普
通
の
暮
ら
し
を
守

り
た
い
」
、
「
《
中
国
が
攻
め

て
く
る
》
と
い
う
デ
マ
宣
伝
に

負
け
な
い
」
「
石
垣
島
の
安
全

に
は
対
話
が
一
番
」
と
、
訴
え

を
広
げ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
、
宮
古
島
自
衛
隊
基

地
建
設
現
場
。
防
衛
省
が
保
管

庫
と
称
す
る
弾
薬
庫
）

報
告
と
写
真
：
佐
藤
恵
美

「
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し

を
求
め
る
請
願
」
再
び
不
採
択

文
京
で
は
、
先
に
「
文
京
九

条
の
会

連
絡
会
」
が
表
記
の

請
願
を
文
京
区
議
会
に
提
出
し

ま
し
た
が
、
総
務
委
員
会
（
９

月
26
日
）
で
は
可
否
同
数
と
な

り
、
委
員
長
採
決
で
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
文
京
平
和
委
員
会
で

は
、
同
趣
旨
の
請
願
を
再
度
11

月
15
日
に
提
出
し
、
12
月
５
日

の
総
務
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま

し
た
が
、
前
回
と
ま
っ
た
く
同

じ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
：
９
名
で
構
成

（
委
員
長＝

自
民
）
賛
成
：
未

来
１
、
市
民
１
、
共
産
１
、
創

１
。
反
対
：
自
民
２
、
公
明
１
、

永
久(

と
わ)

１
。

自
民
「
理
想
は
結
構
だ
が
、

協
定
を
な
く
し
た
ら
ど
う
な
の

か
」
、
公
明
「
既
に
な
さ
れ
て

い
る
も
の
だ
か
ら
」
な
ど
。
今

回
は
ど
の
反
対
議
員
も
、
「
主

旨
は
わ
か
る
が
、
実
施
は
現
実

的
で
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
の

が
特
徴
的
。
主
旨
に
頭
か
ら
否

定
し
に
く
い
が
た
め
の
、
苦
衷

の
言
い
訳
に
聞
こ
え
ま
し
た
。

報
告
：
川
田
正
美

12
月
５
日
、
豊
島
区
民
セ
ン

タ
ー
会
議
室
に
て
、
「
東
京
空

襲
犠
牲
者
を
悼
み
『
東
京
都
平

和
祈
念
館
（
仮
称
）
』
建
設
を
！

19
周
年
の
つ
ど
い
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

第
一
部
ト
ー
ク
集
会
で
は
、

東
京
歴
教
協
・
東
海
林
次
男
さ

ん
が
「
『
軍
事
都
市
東
京
』
と

東
京
空
襲
」
を
報
告
。
16
歳
の

と
き
東
京
大
空
襲
に
罹
災
し
た

築
山
実
さ
ん
か
ら
「
東
京
空
襲

被
害
体
験
と
墓
誌
建
立
」
と
題

し
て
証
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
「
平
和
祈
念
館
建
設
を

す
す
め
る
会
第
20
回
総
会
」
で

は
、
柴
田
桂
馬
さ
ん
が
活
動
報

告
と
20
年
度
運
動
方
針
を
提
案

し
採
択
。
最
後
に
祈
念
館
実
現

を
訴
え
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

閉
幕
し
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年

１
月

７
日(

火)

代
表
理
事
会

11
日(

土)

原
水
協
・
平
和
委
員
会
共
催

新
春
の
つ
ど
い

13
時
半
～

ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

19
日(

日)

横
田
基
地
座
り
込

み
行
動

13
時
半
～

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
パ
ー
ク

21
日(

火)

常
任
理
事
会

18
時
半
～

事
務
所

25
日(

土)

全
国
基
地
問
題
交
流
集
会

11
時
～
16
時

平
労
セ
ン
タ
ー
２
階

主
催
：
安
保
中
央(

実)

２
月

１
日(

土)

日
本
平
和
委
員
会
結

成
70
周
年
の
集
い

11
日(

火
・
休)

百
里
初
午
ま
つ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
費
４
０
０
０
円
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平
和
な
島
に
基
地
は
い
ら
な
い

２
０
１
９
年
宮
古
島
・
石
垣
島
へ
の
支
援
連
帯
行
動

文
京
平
和
委
員
会
か
ら
報
告

こ
れ
か
ら
の
予
定

平
和
祈
念
館
の
実
現
を


